
 

 

 

滋賀大学教育学部附属幼稚園では、少子化に伴う幼児教育施設の規模縮小による OJT の課題や、保育

園・認定こども園における研修機会の確保という課題に対応して、県内外の就学前施設及び小中学校教職

員が学び合える場として、「保育力・教師力 UPセミナー」を企画し、令和７年度中に２回開催しました。 

 

「運動遊びで育みたい資質・能力を共に考える」参加者３９名 

 小学校体育科の視点から、幼児期に大切にしたいことについて考えました。小学校学習指導要領「体

育」から学習の目標を共通理解し、附属小学校運動会の実践発表の後、これからの運動遊びについてシン

ポジウムを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校２年生体育、運動会に向けての実践発表があり、幼・保・こ教職員が小学校体育科の実際を学ぶ

ことができ、その視点から就学前の運動遊びの在り方について考える場となりました。協議の中で紹介さ

れた「体を動かすと、体だけではなく心もぽかぽかするんだよ」という子供の声に、小学校体育科、運動

遊びのすべてがあると感じました。 

普段、自分ではなかなか紐解けない体育科学習指導要領の概要解説をしていただけ、大変勉強になりま

した。学校の先生方は｢６年間の学びを見通して…｣とよく言われますが、体育科では、豊かなスポーツラ

イフを実現することも目標にあることを知り、アップデートしていかないとと感じました。附属小の取り

組みでは、遊びの拡張で授業展開されていて 1、2年生の学びのスタイルとして理想のように思えました。

｢遊びとは何か｣という部分が学校の先生の中には難しい方もいらっしゃるんだろうな…と感じています。

体育の授業を連携で参観したこともありますが、いろいろな実情があってでしょうが…やはり一律に同じ
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活動で、1.2 年生合同で…など、実態としてもシンポジウムにも、あったように体育は軽視されがちなん

だなと思いました。（参加者より） 

 

「幼児期から架け橋期の運動遊びと指導」参加者４６名 
 附属特別支援学校体育館を会場に実技と講話を交えたセミナーを開催しました。保護者と幼児の参加が

あり、教員だけで実技をするよりも子供がどのように動くのかということが実際に見ることができ、対象

となる幼児児童参加のセミナーのおもしろさがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは子どもの発達段階をしっかりと理解、把握することが大切だということを感じました。 また、保

育をする側の柔軟な考え方や対応力の必要性を感じました。柔軟な考え方や対応力は、運動遊びだけでな

く、保育全般に通じていることだと思います。保育を改めて考える上で、他の職員にも参加してほしいと

思う研修でした。 セミナーでは子どもの楽しい、おもしろい、やりたい世界が広がる遊びをいつも具体的

に言葉や実践して教えてくださり、大変勉強になります。 心が動くと体が動く 私もこの研修で学んだこ

と、周りの職員と共有して、保育を楽しみたいです。（参加者より） 

 

就学前から学校教育にいる子供の“いま”と“これから”をつなぐ 

附属幼稚園をハブとした学びの往還をめざすセミナーへ 

 保育力・教師力 UP セミナーは、幼児教育から学校教育へ子供たちが歩んでいく教育の接続・継続を探究

する機会としての位置づけとなっています。幼児教育を小学校教科の視点から俯瞰する取組、校種を超え

たトークセッションなどによって、参加者からは大いに学ぶことができたと感想をいただくことができま

した。研究と実践を縦横につなぐハブとなる役割を担うことができるように取組の工夫を重ねていきたい

と考えています。 


